




Fantasy as Antifantasy Ⅱ






































　本書でストレールが論考の対象としているのは、Thomas Pynchon のGravity’s Rainbow
（1973）、Robert CooverのThe Public Burning （1977）、William GaddisのJR （1975）、John 



























































































































































































































































































































































































こそ、ジェイムズ・M・バリの『ピーターとウェンディ』（Peter and Wendy, 1911）やピー
















　Susan Strehle, Fiction in the Quantum Universe , The University of North Carolina 











対するこの総括に対する弁護としては、アーシュラ・ル・グインの“Why Americans Are Afraid 




































（９）CF. Tzvetan Todorov, The Fantastic: A Structural Approach to a Literary Genre , trans. 
Richard Howard （Cleveland; Case Western Reserve University Press, 1973）
　トドロフは、“ファンタシー”に通底する基本概念として、“the fantastic”という語で規定され
た “that hesitation experienced by a person who knows only the laws of nature, confronting an 
apparently supernatural event” という定義を採用した。これに対する“the marvelous ”という語
アンチ・ファンタシーというファンタシーⅡ量子論理とパラドクスと不可能世界－アクチュアリズムとアンチ・ファンタシー（黒田）　31
で規定された“in which characters are confronted with unquestionably supernatural happenings”
という定義に基づく仮構世界は、トドロフの関心の中核には無かったのであった。
（10）20世紀以降に急速に発展した現代の集合論と論理学がこれに該当するものであるが、例えば
古代ギリシアの思想家のパルメニデスが語ってみせたような、さりげない常識論の提示の裡に隠蔽
された自己矛盾という言説の保持する論理的内包性をも考慮に含めるならば、その起源は遠く歴史
を遡るのみならず、適合する事例も公汎に範囲を拡張して認知されることとなるだろう。
（11）ハイゼンベルグは『現代物理学の思想』（Physics and Philosophy）において、量子論理の知
見の導入した新規の概念とこれに対応する日常言語の関連について、丸ごと一つの章を割いて考察
を行っている。（CF. 第十章：「近代物理学における言語とリアリティ」）ここで一般言語自身が新
種の概念に対応する自律的な系としての修復・拡張機能を有していることが論じられていることは、
殊に注目すべき事実である。ハイゼンベルグの提示した一つの印象的な具体例が、“シュレーディ
ンガーの猫”の場合に示されるような量子の持つ重ね合わせ的属性の論理学的処理に関して、「ある」
と「無い」の関連を記述するための新たな真偽値の策定として、ヴァイツゼッカーの導入した「真
の程度」という概念であった。（pp. 188-９）

